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研究要旨 
3-doseHB ワクチン接種後の HBs 抗体陽性率、HBs 抗体価の変動を明らかにすることを目的として、

2011 年 10 月から 2016 年 4 月まで広島大学医学部医学科、歯学部歯学科の学生 491 人(平均年齢：22.7
±2.8 歳)を対象として HBs 抗体を測定・集計した。その結果、以下のことが明らかになった。

1. HB ワクチン 2 回目接種の 5 カ月後（3 回目接種の直前）では HBs 抗体陽性率 47.9%であった
が、3 回目接種した 1 カ月後には 95.9%になり、5 カ月後には 89.0%になった。

2. HB ワクチン 3 回目接種 1 か月後から 5 か月後までの HBs 抗体推移は、1 カ月後に HBs 抗体陽
性であったものの 9.0%が 5 カ月後に弱陽性となり 4.3%が陰性になった。1 か月後に HBs 抗体
弱陽性であったものはその 57.1%が 5 カ月後に陰性となった。

3. HBs 抗体価の値は、3-doseHB ワクチン接種後 4 ヵ月で、平均約 2 割程度減少した。

4. HBs 抗体価の値が十分高くない場合には、高率に HBs 抗体陰転化が認められたことから、
3-doseHB ワクチン接種後も定期的に HBs 抗体検査を行うことの必要性が示唆された。

Ａ．研究目的 
医療従事者は針刺し事故をはじめとする血液汚

染事故による感染、その中でも HBV の感染のリス
クが高い。HBV 感染予防のためには感染防御抗体
である HBs 抗体を保有していることが望ましい。

医学部医学科、歯学部歯学科の学生は臨床実習
の前に HB ワクチンの接種が推奨されている。3 回
目のワクチン接種前後の HBs 抗体を測定し、HBs
抗体獲得率、HBs 抗体価の動態を明らかにするこ
とを目的とした。

Ｂ．研究方法 
１．対象

広島大学医学部医学科・歯学部歯学科の学生は
臨床実習を開始する前に HB ワクチンを 3 回接種
することが定められている。

2011 年から 2016 年 4 月において HB ワクチン
接種を 3 回ともすべて受けた学生は 832 名であっ
た。このうち、文書により本研究の参加に同意し
本研究の 3 回採血（HBs 抗体検査）調査に全て協
力した学生 491 名(59.0%, 平均年齢：22.7±2.8 歳)
を解析対象とした。内訳は、男性 289 人(22.6±2.6
歳)、女性 202 人(22.8±3.0 歳)であった。(表 1)
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表 1 調査開始時年齢別にみた解析対象者数 

２．方法
HB ワクチンには、ビームゲン®注 0.5ml を用いた。
HBs 抗体測定には、CLIA 法(アーキテクト・オーサ
ブ®アボットジャパン(株))を用いた。

ワクチン 3 回目接種直前、1 カ月後、5 カ月後に
採血による HBs 抗体検査を実施した。(図 1)。

HBs 抗体陽性率は、陽性と弱陽性を併せて算出
した。

（倫理面への配慮）この研究は広島大学疫学倫
理審査委員会の承認を得ている。（広島大学 第疫
-455 号）

 

Ｃ．研究結果 
491 名の HBs 抗体陽性率は、HB ワクチン 3 回

接種直前で 47.9%であり、HB ワクチン 3 回接種 1
ヶ月後には 95.9%に上昇し、その 4 か月後である
HB ワクチン 3 回接種 5 ヵ月後には 89.0%に低下し
た(図 2)。また、2 回目ワクチン接種後 5 カ月後と
3 回目ワクチン接種後 5 カ月後を比較すると、
47.9%から 89.0%に上昇した。

男女別にみると、HBs 抗体陽性率は 3 回目ワク
チン直前において、女性が有意に高い値を示した

が、1 カ月後と 5 カ月後では有意差は認められな
かった。(図 3)

 

 

 

 

 

ワクチン 3 回接種 1 か月後からワクチン 3 回接
種 5 か月目までの結果の推移をみると、1 か月後
で陽性であった 443 例は 3 回接種 5 か月後には
9.0%が弱陽性となり 4.3%が陰転した。

また、3 回接種 1 カ月後に陽性であった 28 例の
うち 57.1%が陰転した(表 2)。

次に、ワクチン 3 回接種の 1 か月後の抗体価を
横軸に、ワクチン 3 回接種 5 か月後の抗体価を縦
軸にした散布図を図 4 に示す。

4 ヶ月の時間経過により HBs 抗体価が低下して
おり、HBs 抗体価は約 2 割の減少が示された。
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図 １ HBワクチン接種、HBs抗体検査のスケ
ジュール 
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図 2 医学部生、歯学部生 491 名の HBs 抗体検
査結果の変動 

図 3 男女別にみた HBs抗体検査結果の変動 
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表 ２ワクチン 3 回接種 1 ヵ月目と 5 ヵ月目の HBs 抗体検査結果推移の内訳 

ワクチン3回接種の5カ月目

強陽性 陽性 陰性

ワクチン
3回接種

1カ月目

強陽性
443例

384
(86.7%)

40
(9.0%)

19
(4.3%)

陽性
28例

3
(10,7%)

9
(32.1%)

16
(57.1%)

陰性
20例

0
(0%)

1
(5.0%)

19
(95.0%)

(mIU / mL)

(mIU / mL)

ワクチン3回接種1カ月目の抗体価

ワクチン3回接種
5カ月目の抗体価

N=491Log 3回接種5カ月目HBs抗体価) = 
-0.134 + 0.87*Log(3回接種1カ月目
HBs抗体価)    R2=0.79 (p<0.0001)

図 4 ワクチン 3 回接種 1 ヵ月目と 5 ヵ月目の HBs 抗体価の比較 
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D. 考察および結論 

3-doseHB ワクチン接種後の HBs 抗体陽性率、
HBs 抗体価の変動を明らかにすることを目的とし
て、2011 年 10 月から 2016 年 4 月まで広島大学医
学部医学科、歯学部歯学科の学生 491 人（平均年
齢：22.7±2.8 歳）を対象として HBs 抗体を測定・
集計した。その結果、以下のことが明らかになった。 

 
1. HB ワクチン 2 回目接種の 5 カ月後（3 回目接

種の直前）では HBs 抗体陽性率 47.9%であっ
たが、3 回目接種した 1 カ月後には 95.9%に
なり、5 カ月後には 89.0%になった。 
 

2. HB ワクチン 3 回目接種 1 か月後から 5 か月後
までの HBs 抗体推移は、1 カ月後に HBs 抗体
陽性であったものの 9.0%が 5 カ月後に弱陽性
となり 4.3%が陰性になった。1 か月後に HBs
抗体弱陽性であったものはその 57.1%が 5 カ
月後に陰性となった。 

 
3. HBs 抗体価の値は、3-doseHB ワクチン接種後

4 ヵ月で、平均約 2 割程度減少した。 
 

4. HBs 抗体価の値が十分高くない場合には、高
率に HBs 抗体陰転化が認められたことから、
3-doseHB ワクチン接種後も定期的に HBs 抗
体検査を行うことの必要性が示唆された。 

 
 
E．健康危険情報 

特記すべきことなし 
 

F．研究発表 
なし 

 
G．知的財産権の出願･登録状況 

なし 
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